
コミュニティ・スクール上西郷学校だより 

 

 
   
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年のキーワード 「なりたい自分」「自己決定」「振り返り」 

Ｒ６． ３．１ 文責：児島 

 ２月２８日（水）、６年生のお別れ

集会が行われました。入場の時は、

６年生一人一人の名前とよいところ

を紹介したり、みんなで歌うときに

は、スクリーンに６年生の写真を映

し出したりと、小規模校だからこそ

できるちょっとしたしかけがいっぱ

いつまった、あったかい集会でした。

各学年の出し物に、多様な言葉で感

謝やよいところを伝えたり、上サイ

ダーに扮して、各学年にメッセージ

カードを届けてくれたりするなど、

「さすが６年生」がいっぱいでした。 

お別れ集会が終わり３月に入ると、

卒業まであっという間。６年生の登

校はあと１０日です。体調に気をつ

け、みんなで卒業式を迎えられるよ

う願っています。 

大谷グローブから伝わるメッセージ 
 改めての報告ですが、本校でも「大谷グローブ」を 

ようやく使い始めました。１月２１日に本校に届き、 

まずは、児童を代表して体育委員会の子供達へ、贈呈 

式を行い、その様子をオンラインで配信しました。 

その後、このグローブを使う上での約束事、順番等を 

体育委員会の子供達に考えてもらい、それが決まってからの、使用開始となりました。 

 このグローブには、大谷選手からのメッセージカードがついていて、それには、次のような

言葉がありました（一部抜粋）。   

「私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルと 

なることを望んでいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を送る機会を与え 

てくれたスポーツだからです。（略） 野球しようぜ。」 

 ここから私は、何か一つのことに打ち込みむことで、生き生きと充実した人生を送ること

ができる、という大谷選手のメッセージを感じました。上小の子供達も、決して野球でなくて

もよい、あるいはスポーツでなくてもよいので、「夢中になれるなにか」を見つけ、それに向

かって一つ一つ努力を重ねることで、充実した人生を歩んでくれるといいですね。 

 心も体も夢もでっかい大谷選手。ますますファンになりました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（金）親子ふれあいデー 

６日（水）職員研修のため午後下校 

※福津市全校 13:30下校 

８日（金）がんばりタイム（今年度最後） 

     週末課題 

１３日（水）６年修了式・卒業式準備 

      PTA学級委員会 19:00 

１４日（木）第 130 回卒業証書授与式 

１５日（金）図書返却終了 

２１日（木）給食なし 11:50 下校 

２２日（金）修了式 

 ８日（月）始業式・赴任式 

 ９日（火）給食開始 

１１日（木）第 131 回入学式 

１８日（火）全国学力学習状況調査（６年） 

１９日（金）クラブ活動 4 年以上 

２０日（土）授業参観・学級懇談会 

PTA 総会 ※給食あり・代休は５/２ 

２６日（金）避難訓練（予定） 

 

★運動会 ５月２５日（土）予定 

郷づくり主催で行われた「上西郷スケッチコンクール」。ふるさとの自然や文化を好きに
なってほしい、大切に守っていきたいという、地域の方の発案でスタートしました。冬休み
に頑張って描いてくれて、郷づくりの方はとても喜んでいました。さらに、子供達の感性の
すばらしさに、審査にあたられた北九州漫画ミュージアム館長 田中時雄さんも、たいへん
感心されていました。「こんな子供を育てたい」「地域をよりよくしたい」という願いのも

と、子供のための催しが地域主催で行われるのが、コミュニティ・スクールの特長というも
の。学校も全面的に応援していきたいと思っています。３月１２日まで全員の作品が展示
されています。気軽に郷づくりに寄ってみてください。 

みやま市で、給食で提供されたうずらの卵をのどにつまらせ、１年生の児童が亡くな

ったショッキングなニュースに、学校現場だけでなく、幼いお子さんをお持ちの方は、

とても心を痛めておられることと思います。私も、とても他人事ではない、学校で子供

が命を落とすことは、絶対にあってはならないと非常に重く受け止めました。 

実は、食べ物を詰まらせる事故は、過去にもいくつか起こっています。すもも、パン、

ぶどうなど、子供は何をつまらせるか分かりません。あわてずしっかり噛んで食べるよ

うに、という事前の指導に加え、もしもの時に迅速に対応できるよう、つまらせた物を

吐かせる方法や救急車要請のタイミング等、再度、確認をしています。 保護者の皆様

は、このニュースを受け、お子さんと何かお話されましたか？共に、お子さんの安全を

守っていきましょう。 

入賞者は、髙木郷づくり会長より
表彰されました！ 


